
保健・健康 のびのび健康 Health

①健康診査とがん検診などをセットで受診できる
②お得に受診できる
　通常の特定健診費用約6,500円が 700円に。
③健診は半日でOK、休日にも受診OK

　２月末に対象者のいる世帯へ申込書（桃色）を郵送しています。詳し
くは申込書に同封してあるチラシをご覧ください。

平成 29年度　複合健診　申し込み受付中です

複合健診の5つのメリット

複合（集団）健診来てください！
毎年の健診（検診）があなたの未来を作ります

問保健センター　☎63-1133

●健診内容　

健診の種類 対象年齢・受診条件など
年齢基準日 : 平成 30 年 3月 31 日

料金

一般 70 歳以上 市民税非課
税世帯の人

生活保護
世帯の人

健
康
診
査

特定健診 40 ～ 74 歳の国民健康保険加入者 700 円 無料 無料
後期高齢者健診 後期高齢者医療加入者 800 円

健康増進法の健診 40 歳以上の生活保護受給者 無料

が
ん
検
診
な
ど

胃がん検診 40 歳以上の男女 1,300 円 無料 無料 無料
肺がん検診 40 歳以上の男女 200 円 無料 無料 無料
大腸がん検診 40 歳以上の男女 500 円 無料 無料 無料

子宮頸がん検診
20 歳以上の女性★ 1,000 円

無料 無料 無料
女性がん検診推進事業 ( 下記① ) 無料

乳がん検診
40 歳以上の女性★ ＊

1,000 円
▲

無料
女性がん検診推進事業 ( 下記① ) 無料 無料

骨粗鬆症検診 40・45・50・55・60・65・70 歳の女性 600 円 無料 無料 無料

肝炎ウイルス検診
40歳以上の男女で過去に肝炎ウイルス検
診に相当する検診を受けていない人 700 円

無料 無料 無料
肝炎ウイルス検診推進事業 ( 下記② ) 無料

★偶数年齢の人、昨年度未受診の奇数年齢の人　＊49 歳以下 2,000 円、50 歳以上 1,500 円　
▲ 49 歳以下 1,500 円、50 歳以上 1,000 円
※ 70 歳以上の人及び市民税非課税世帯の人は、健康診査（後期高齢者健診以外）と各種がん検診など（乳がん以外）
が無料になります。また、生活保護世帯の人は、健康診査と各種がん検診などはすべて無料になります。

①女性がん検診推進事業→子宮頸がん検診：21 歳の人、乳がん検診：41 歳の人
②肝炎ウイルス検診推進事業→ 41・46・51・56・61・66 歳の人

●健診日　5 ～ 6 月のうち 19 日間、10 ～ 11
月のうち 9 日間
●場所　
保健センター・市役所・文化センターほか
●申込締切　3 月 10 日㈮必着

●申込方法　
健診申込書に同封してある返信用封筒で郵送
するか、健康生活課（保健センター・国保年金
係・高齢者医療係）または市民サービスセン
ター窓口（あらおシティモール 2階）へ持参

40・51・61歳の人は無料

④受診時期を選べる
　5～6月、10～11月から選べます。
⑤申し込みは簡単です
　返信用封筒で投函するだけです。

平成 29年度からの変更点
◎65歳以上を対象とする巡回バスの結核（レントゲン）
検診がなくなり、複合健診（肺がん・結核検診）と
して実施します。

◎子宮頸がん検診、乳がん検診は、レディー
ス検診（女性医師による検診）として、複
合健診で春と秋に1日ずつ予定しています。

　特定健診を受けて心も体もＨＡＰＰＹキャンペーン
抽選会を開催します。
　平成28年度に特定健診を受診し、応募した人の
中から抽選で50人に「あらおシティモール商品券1
万円分」、100人に「くまモンタオル」が当たります。
　抽選は公開で行いますので、どなたでもご覧い
ただけます。当選者の抽選番号は、４月３日㈪以
降に国保年金係・市民サービスセンター窓口に掲
示し、市ホームページにも掲載します。　　
　当選者には４月下旬頃に賞品を発送する予定で
す。（応募した人でも抽選対象者でない人は、抽選
の対象になりません。）

●日時　3月24日㈮　午後2時～
●場所　市役所　41号会議室（東側別館3階）
●抽選対象者　
◎平成 28 年度の特定健診（医療機関健診・複合
健診）を受診した人
◎平成 28 年 12 月末現在で荒尾市国民健康保険に
加入している人
◎国民健康保険税に滞納が無い世帯の人
◎専用の応募はがきで 2 月 20 日までに応募した
人
※お電話による当否のお問い合わせはご遠慮くだ
さい。

特定健診受診キャンペーンの抽選を行います 問健康生活課国保年金係　☎ 63-1327

▲あらおシティモール商品券（見本） ▲くまモンタオル（見本）

肝炎ウィルス検診を受けてみませんか 問有明保健所　☎ 72-2184

　ウイルス性肝炎は肝臓が肝炎ウイルスに感染し、肝
臓の細胞に炎症が起こることで肝細胞が壊される病気
です。日本では肝炎ウイルスに感染している人が多く、
肝臓がんによる死亡原因の実に約90%がＢ型あるいは
Ｃ型肝炎ウイルスの感染によるものです。下図を見ると、
全国的にみても、熊本県は肝臓がんでの死亡率が高く
なっており、人口１０万人当たりの死亡率はワースト７
位になっています。ただ、治療法も進歩してきたことも
あり、早期発見であれば、Ｃ型肝炎は約80％の人が完 治でき、Ｂ型肝炎は進行を抑えることが可能となっ

てきています。
　ウイルス性肝炎は自覚症状が少なく、加えて肝
臓は“沈黙の臓器”と呼ばれ、痛みなどの自覚症
状が無いまま悪化してしまいます。
　だからこそ、検診を受けることが大切です。
　市の検診では40歳以上で過去に肝炎ウイルス
検診を受診したことがない人を対象に肝炎ウイル
ス検診を実施しています。2月末に申込書を発送
していますので、お申し込みのうえ、ぜひ受けてく
ださい。また、治療が必要な人は早期に行うこと
も大切です。助成制度もあり、活用できる人もい
ます。市の検診については、詳しくは保健センター
（☎ 63-1133）まで問い合わせください。

僕は沈黙の臓器。
悪くなる前に検
診を受けてね

▲不健康な肝臓くん
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